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「
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
」
の
記
述
と
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
薬
害
事
件
の
検
証
に

関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
二
年
七
月
七
日
の
厚
生
科
学
審
議
会
感
染
症
分
科
会
予
防
接
種
部
会
に
提
出
さ
れ
た
「
お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン

に
関
す
る
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
」
（
平
成
二
十
二
年
七
月
七
日
版
）
に
つ
い
て
、
十
二
ペ
ー
ジ
、
十
五
〜
十
九
行
目
の
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ

ワ
ク
チ
ン
に
含
ま
れ
る
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
成
分
が
免
疫
抑
制
を
起
こ
し
、
そ
れ
が
ム
ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス
と
混
合
さ
れ
こ
と
に
よ

り
ム
ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス
成
分
の
副
反
応
が
強
く
で
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
統
一
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
を
中
止
し
、
ワ

ク
チ
ン
製
造
所
独
自
の
麻
疹
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
風
疹
ワ
ク
チ
ン
を
混
合
し
た
自
社
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
が
選
択
さ
れ

た
。
」
と
い
う
記
述
は
、
平
成
三
年
十
月
に
統
一
株
が
使
用
中
止
と
さ
れ
、
自
社
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
が
導
入
さ
れ
た
と
説
明
し
た
も
の

と
理
解
さ
れ
る
。

一

右
に
つ
い
て
、
「
統
一
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
を
中
止
し
」
と
記
述
し
た
根
拠
と
な
る
事
実
、
そ
れ
が
記
さ
れ
て
い

る
文
書
等
の
名
称
、
そ
の
保
管
部
署
等
を
正
確
に
示
さ
れ
た
い
。

二

前
項
一
の
答
弁
内
容
に
よ
っ
て
は
訂
正
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
以
下
の
証
拠
に
よ
り
「
統
一
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の

使
用
を
中
止
し
」
と
記
述
す
る
こ
と
は
誤
り
と
い
え
る
。
証
拠
を
確
認
し
て
も
な
お
、
統
一
株
の
使
用
を
中
止
し
た
と
い
う

一



こ
と
が
誤
り
で
な
い
と
い
え
る
の
か
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

（
一
）

平
成
三
年
六
月
二
十
一
日
付
健
医
感
発
第
四
十
九
号
「
乾
燥
弱
毒
生
麻
し
ん
お
た
ふ
く
か
ぜ
風
疹
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
つ
い
て
」
（
訴
訟
記
録
と
し
て
は
甲
Ａ
十
号
証
の
十
四
）
の
「
別
添
四

Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
被
接
種
者
数

及
び
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
無
菌
性
髄
膜
炎
発
生
状
況
報
告
」
に
お
い
て
、
同
年
十
月
よ
り
実
施
す
る
Ｍ
Ｍ
Ｒ
に
関
す

る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
対
象
と
し
て
統
一
株
も
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）

平
成
四
年
十
一
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た
公
衆
衛
生
審
議
会
伝
染
病
予
防
部
会
予
防
接
種
委
員
会
（
以
後
、
予

防
接
種
委
員
会
と
い
う
）
が
ま
と
め
た
意
見
に
「
十
月
以
後
統
一
株
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
、
今
後
は
自
社
株
で
」

と
あ
る
。
（
た
だ
し
、
こ
の
意
見
に
も
と
づ
く
「
中
止
」
の
通
知
は
出
さ
れ
て
い
な
い
。
十
月
と
は
平
成
四
年
十
月

で
あ
り
、
そ
れ
以
前
は
統
一
株
は
使
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
趣
旨
。
）

（
三
）

木
村
三
生
夫
ら
「
わ
が
国
に
お
け
る
自
社
株
お
よ
び
統
一
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
研
究
」
（
臨
床
と
ウ
イ

ル
ス
、
二
十
三
巻
五
号
、
平
成
七
年
十
二
月
）
の
表
五
と
六
に
、
平
成
三
年
十
月
以
後
、
統
一
株
の
使
用
が
継
続
さ

れ
て
い
た
こ
と
の
明
確
な
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（
四
）

平
成
十
五
年
二
月
二
十
七
日
、
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
五
分
科
会
に
お
け
る
中
川
智
子
議
員
の
質
問
に
対
す
る
高

二



原
亮
治
健
康
局
長
の
答
弁
に
「
接
種
報
告
が
統
一
株
と
し
て
上
が
っ
て
い
る
も
の
が
約
二
千
ほ
ど
、
私
ど
も
調
査
の

結
果
、
判
明
し
て
お
り
ま
す
」
（
平
成
四
年
十
月
以
後
の
こ
と
）
と
あ
る
。

（
五
）

平
成
十
五
年
三
月
十
一
日
付
健
感
発
第
〇
三
一
一
〇
〇
一
号
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
調
査
結
果
に
つ
い

て
」
厚
生
労
働
省
健
康
局
結
核
感
染
症
課
長
通
知
（
各
都
道
府
県
衛
生
主
管
部
（
局
）
長
あ
て
）
に
お
い
て
、
「
十

一
道
府
県
に
当
時
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
平
成
四
年
十
月
か
ら
平
成
五
年
四
月

に
か
け
て
、
十
道
府
県
に
お
い
て
、
期
限
切
れ
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
が
合
計
二
千
百
四
十
二
人
に
対
し
て
使
用
さ
れ
て

い
た
と
、
厚
生
省
（
当
時
）
に
平
成
五
年
の
時
点
で
報
告
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
」
と
し
、
同
省
が
期
限

切
れ
統
一
株
ワ
ク
チ
ン
使
用
の
事
実
を
認
め
て
い
る
。

三

同
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
の
十
二
ペ
ー
ジ
、
十
五
〜
十
九
行
目
の
記
述
が
、
原
案
の
ま
ま
で
あ
る
か
否
か
、
ま
た
原
案
か
ら
公

表
ま
で
に
修
正
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
か
否
か
。
あ
れ
ば
そ
の
経
過
と
修
正
理
由
等
を
国
立
感
染
研
の
執
筆
関
係
者
よ
り
聞
き

取
り
の
上
説
明
さ
れ
た
い
。

四

以
下
に
、
こ
の
記
述
の
正
否
の
確
認
、
訂
正
が
必
要
な
理
由
を
述
べ
る
の
で
、
そ
れ
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た

い
。

三



（
一
）

平
成
三
年
に
自
社
株
を
導
入
し
た
こ
と
は
、
髄
膜
炎
を
多
発
さ
せ
続
け
て
い
た
統
一
株
に
か
わ
り
う
る
ワ
ク
チ
ン

を
見
出
す
た
め
に
、
統
一
株
が
「
最
良
の
組
合
せ
」
と
さ
れ
て
い
た
な
か
、
最
良
と
は
言
え
な
い
自
社
株
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
に
か
す
か
な
期
待
を
か
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
接
種
を
受
け
る
側
で
あ
る
国
民
か
ら
す

れ
ば
、
自
社
株
導
入
に
際
し
統
一
株
は
中
止
す
る
こ
と
が
自
然
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
厚
生
省
が
中
止
し

た
か
、
継
続
し
た
か
は
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
る
。

（
二
）

継
続
使
用
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
中
止
し
た
」
と
書
く
こ
と
は
、
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
公
表
段
階
で
関
係
者
、

厚
生
労
働
省
に
統
一
株
継
続
使
用
の
事
実
を
隠
ぺ
い
す
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
る
。

（
三
）

前
回
の
質
問
（
平
成
二
十
四
年
六
月
十
九
日
提
出
、
質
問
第
三
〇
九
号
「
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
薬
害
事
件
に
お
け
る

国
の
責
任
及
び
予
防
接
種
法
の
目
的
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
が
、
秘
密
裏
に
開
催
さ
れ
た

平
成
三
年
三
月
二
十
五
日
の
予
防
接
種
委
員
会
ま
で
に
統
一
株
の
髄
膜
炎
発
症
率
が
七
百
十
三
人
に
一
人
と
な
っ
た

こ
と
が
判
明
し
、
席
上
、
厚
生
省
は
そ
れ
を
公
表
し
な
い
こ
と
を
言
明
し
、
統
一
株
を
継
続
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
根

拠
や
訴
訟
を
想
定
し
た
上
で
そ
の
反
論
に
つ
い
て
、
委
員
に
議
論
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
継
続
使
用
の
事
実

を
隠
蔽
す
る
「
中
止
し
」
と
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
に
記
述
す
る
こ
と
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

四



五

前
項
ま
で
の
質
問
に
述
べ
た
と
お
り
、
フ
ァ
ク
ト
シ
ー
ト
の
「
統
一
株
Ｍ
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
を
中
止
し
」
の
記
述
は

明
ら
か
に
誤
り
で
あ
り
、
本
事
件
の
検
証
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
の
証
し
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
記
述
は
国
の
責
任
回
避
の

た
め
の
事
実
の
隠
ぺ
い
と
も
理
解
さ
れ
う
る
た
め
、
正
否
の
検
証
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
た
だ
ち
に
訂
正
の
上
、
訂
正
の

経
過
、
理
由
等
と
あ
わ
せ
て
公
表
す
べ
き
で
あ
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


